
参考資料3：  

「健康診査管理指導等事業実施のための指針」   

（老老発第0331004号老人保健課長通知）  
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老老発第03一’31004号   

平成18年3月31日  

各都道府県老人保健主管部（局）長 殿  
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厚生労働省老健局老人保健課  

「健康診査管理指導等事業実施のための指針」の一部改正について   

健康診査管理指導等については、「健康診査管理指導等事業実施のための指針の策定に  

ついて」（平成10年3月31日老健第65号厚生省老人保健福祉局老人保健課長通知）  

において、 「健康診査管理指導等事業実施のための指針」（以下「健康診査管理指導等指  

針」という。）をお示ししているところであるが、今般、健康診査管理指導等指針の一部  

を別添新旧対照表のとおり改正し、平成18年4月1日から施行することとしたので、本  

事業の実施に際し、参考とされたく特段の御配意をお願いする。  
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 健康珍重管理指導等書♯実施のための指針薪16対照表  

改 正 前  改 正 後  

健康診査管理指導等事業実施のための指針   

第1 事業の目的  
心臓病、脳卒中等の成人病予防対策として保健事業等が   

広く実施されているが、このうち健康診査については、精   
度管理の面から要精検率や疾病発見率等の把握が重要であ   

るほか、健康診査に従事する者の資質の向上、細胞検査士   

の養成が必要である。  

また、地域保健サービスとしての保健事業の効率的な実   

施のための職域保健サービスとの連携の必要性や、在宅査   

呆性老人の処遇等に関して、保健婦（士）による相談、指   

導等に対する皇ム及びその家族の需要が高まってきてい   

る。   

このため、がん、脳卒中等の盛ム．直の動向を把握し、ま   

た、市町村等で実施される健康診査の実施状況や検診実施   

機関の精度管理の状況を把握t評価して専門的な見地から   
適切な指導を行うとともに、これら健康診査に従事してい   

る者の資質の向上や細胞検査士の養成を行うほか、在宅痴   

呆性老人の処遇、寝たきり予防等に関する相談、指導に当   

たる市町村保健婦等の研修を行い、また、職域保健サービ   

ス提供主体との協議の場を設けて相互の連携の強化を図   

り、もって保健事業等がより効果的、効率的に実施される   

ことを目的とする。  

健康診査管理指導等事業実施のための指針   

第1 事業の目的  

心臓病、脳卒中等の生‡活習慣病予防及び介護予防対策と   

して保健事業等が広く実施されているが、このうち健康診   

査については、精度管理の面から要精検率や疾病発見率等   

の把握が重要であるほか、健康診査に従事する者の資質の   

向上、細胞検査士の養成が必要である。  
また、地域保健サービスとしての保健事業の効率的な実   

施のための職域保健サービスとの連携の必要性や、在宅認   

知症高齢者の処遇等に関して、且温度による相談、指導等   
に対する高齢者及びその家族の需要が高まってきている。  

このため、がん、脳卒中等の草活習慣病及び要介護状態   

呈の動向を把握し、また、市町村等で実施される健康診査   
の実施状況や検診実施機関の精度管理の状況を把握・評価   

して専門的な見地から適切な指導を行うとともに、これら   

健康診査に従事している者の資質の向上や細胞検査士の   

養成を行うほか、在宅認知症高齢者 の支援、寝たきり予防   
等に関する相談、指導に当たる市町村保健師等の研修を行   

い、また、職域保健サービス提供主体との協議の場を設け   
て相互の連携の強化を図り、もって保健事業等がより効果   

的、効率的に実施されることを目的とする。  

第2 事業の実施主体  

都道府県とする。  

第2 事業の実施主体  

都道府県とする。  
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第3  成人病検診管理指導協議会の設置及び運営  

1 趣旨  
都道府県は、がん、心臓病等の隼人病の動向を把握し、   

また、市町村及び検診実施機関に対し、検診の実施方法や   

精度管理の在り方等について専門的な見地から適切な指導   

を行うために、協議会を設置・運営するものである。  

第3 生活習慣病榛診等管理指導協議会の設置及び運営  

1 趣旨  

，都道府県は、がん、心臓病等の生活習慣病及び要介護状   

温呈の動向を把握し、また、市町村及び検診実施機関に対   

し、検診の実施方法や精度管理の在り方等について専門的   

な見地から適切な指導を行うために、協議会を設置・運営   

するものである。  

2 組織  

協議会は、循環器疾患等部会、胃がん部会、子宮がん部   

会、肺がん部会、乳がん部会、大腸がん部会及び生活習慣   

亙且底・評価等部会の7部会で構成するものとする。  

3 循環器疾患等部会   

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、循環器疾患等の予防に知  

識と経験を有する者等基本健康診査にかかわる専門家  

によって構成するものとする。   

（2）部会の運営  

循環器疾患等部会は、次の事項について審議し、そ  

の結果を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した基本健康診査の受診率、  

及び選択実施項目別の実施率、異常率等を検討する  

とともに、その効果や効率を評価し、今後における  

基本健康診査の実施方法等について検討する。  

イ 特に、「要医療」と区分された症例については、  

検討会を設ける等の方法により検査結果、治療の状  

況等を検討し、基本健康診査の効果や効率を評価す  

る。  

り 検診実施機関における検診機器の保守点検、心電  

図及び眼底写真の撮影技術及び判定結果並びに血液  

検査の標準化等を評価し、今後における精度管理の  

在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応  

2 組織   

協議会は、循環器疾患等部会、胃がん部会、子宮がん部  

会、肺がん部会、乳がん部会、大腸がん部会及び成人病登  

崖t評価等部会の7部会で構成するものとする。   

3 循環器疾患等部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、循環器疾患等の予防に知  

識と経験を有する者等基本健康診査にかかわる専門家  

によって構成するものとする。  

（2）部会の遷宮  

循環器疾患等部会は、次の事項について審議し、そ  

の結果を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した基本健康診査の受診率、  

及び選択実施項目別の実施率、異常率等を検討する  

とともに、その効果や効率を評価し、今後における  

基本健康診査の実施方法等について検討する。  

イ 特に、「要医療」と区分された症例については、  

検討会を設ける等の方法により検査結果、治療の状  

況等を検討し、基本健康診査の効果や効率を評価す  

る。  

り 検診実施機関における検診機器の保守点検、心電  

図及び膿底写真の撮影技術及び判定結果並びに血液  

検査の標準化等を評価し、今後における精度管理の  

在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応  －
一
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じて検診実施機関の実地調査を行う。  

エ その他基本健康診査の精度の維持・向上のために  

必要な事項を検討する。  

4 胃がん部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本消化器集団検診学会  

等に所属する学識経験者、診療放射線技師等胃がん検  

診にかかわる専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

胃がん部会は、次の事項について審議し、その結果  

を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した胃がん検診の受診率、要  

精検率、精検受診率、胃がん発見率等を検討すると  

ともに、その効果や効率を評価し、今後における検  

診の実施方法等について検討する。   

イ 特に、精密検査の結果胃がんと診断された症例に  

ついては、検討会を設ける等の方法によりその病  

期、治療の状況等を検討し、検診の効果や効率を評  

価する。  

じて検診実施機関の実地調査を行う。  

エ その他基本健康診査の精度の維持・向上のために  

必要な事項を検討する。   

4 胃がん部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本消化器集団検診学会  

等に所属する学識経験者、診療放射線技師等胃がん検  

診にかかわる専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

胃がん部会は、次の事項について審議し、その結果  

を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した胃がん検診の受診率、要  

精検率、精検受診率、胃がん発見率等を検討すると  

ともに、その効果や効率を評価し、今後における検  

診の実施方法等について検討する。  

イ 特に、精密検査の結果胃がんと診断された症例に  

ついては、検討会を設ける等の方法により」その塵  
病期、治療の状況等を検討し、検診の効  

果や効率を評価する。  

土 市町村における精密検査の東壁診者に対する受  

診指導について、その実施手法、実施間隔等を把握  

し、精検受診率を向上させるための具体的な改善策  

三 検診実施機関における精度管理の状況を把握する  
ため、エックス線写真の良否、判定結果、読影の体  

制、読影医師及び診療放射線技師の人員、撮影装置  

の耐用年数等について評価し、今後における精度管  

理の在り方について検討し、検診実施機関に対する  

指導又は助言を行うとともに．精度管理上の問頴が  

認められるにもかかわらず、改善のための措置をと  

ウ 検診実施機関における精度管理の状況を把握する   

ため、エックス線写真の良否、判定結果、読影の体   

制、読影医師及び診療放射線技師の人員、撮影装置   

の耐用年数等について評価し、今後における精度管   

理の在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応   

じて検診実施機関の実地調査を行う。   

らない検診室施機関については検診を委託する  

が適切でない旨の情報提供を市町村に対し行う   

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応  

じて検診実施機関の実地調査を行う。  
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三 その他胃がん検診の精度の維持・向上のために必   

要な事項を検討する。  

正 その他胃がん検診の精度の維持・向上のために必  
要な事項を検討する。   

且 Z声、らオまでの検討結果については、市町村、鱒  
実施機関等＝こ対して説明会や個別指導等を通じ  

て周知を因り、それぞれの■♯改書を求める0  
の羊を判断でき  

を≠う、検討結果をホームページに穂止する尊の方  

法により公表する。  

5 子宮がん検診  

（1）部会の構成  
部会は、保健所、医師会、日本産婦人科医会、日本  

臨床細胞学会等に所属する学識経験者等子宮がん検診  

にかかわる専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

子宮がん部会は、次の事項について審議し、その結  

果を都道府県に報告するものとする。   
ア 市町村において実施した子宮盟がん及び子宮体が  

ん検診のそれぞれについてのがん検診受診率、要精  

j栓塞＿；括絵寧・診峯＿ 陽性反応適中度及びがん発見率  

5 子宮がん検診  

（1）部会の・構成  

部会は、保健所、医師会1日本母性保護医協会 、日  

本臨床細胞学会等に所属する学識経験者等子宮がん検  

診にかかわる専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

子宮がん部会は、次の事項について審議し、その結  

果を都道府県に報告するものとする。   

ア 市町村において実施した子宮塁がん及び子宮体が  
ん検診のそれぞれについての受診率、要精検率、精  

がん発見率等を検討するととも に、その  

効率を評価し 、今後における検診の実施方法  効果や  

等について検討する。  

の指橿を把埋し、 以下の挨証を行うことによ〔  
域的見地カ、ら子宮がん検診の事業評価を行い、  

匡筋金 一会教皇鯨繰闇＿ j香索捻香擁闇雲関係毒  

地
■
に
 
 各指標について全卿う等の草準  

により、都道府県全体としての子宮がん検診の事  

∵各指標について市町村ごとの検討を行い、各市町  

村間．都道府県及び全国における数値との比 
おいて大きなばらつきがないか検証する。   

各指標について検診実施機関間で椰っき  

がないか換証する 

イ 特に、精密検査の結果がんと診断された症例につ   

い七は、検討会を設ける等の方法により－その塵．追   

撃軍歴し子宮藍がん又は子宮体がんの病期、治療の  

イ 特に、精密検査の結果がんと診断された症例につ   

いては、検討会を設ける等の方法により子宮盈がん   

又は子宮体がんの病期、治療の状況等を検討し、検   －
一
一
∽
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診の効果や効率を評価する。  状況等を検討し、検診の効果や効率を評価する。  

ヱ 各指標について、市町村や検診実施機関 の闇で   

大きなばらつきがある場合等には、別紙1に示し  

た「がん検診の幸美評価 における主要指標につい   

てl等を参考にして、検診室施機関の精度管理上   

の問題か、がん検診の対象集団の特性の差異によ   

るものかなど、問題の所在を明らかにするように   

努める。  
村における精密検査の東壁診者に対する受   三 市町   

診指導について、その実施手法、実施間隔等を把握  

し、精検受診率を向上させるための具体的な改善策  

る。  

左 横診実施機関（細胞診検査センターを含む。）に   
おける細胞診検査の精度の向上を図るため、検体の   

抜取り調査等により判定結果を評価し、並びに細胞   

検査士、細胞診皇．巴医等の人員及び検体の処理数、   

保存状況等について評価し、今後における精度管理   

の在り方について検討し、検診実施機関に対する指   

導又は助言を行うとともに、精度管理上の問題が認   

められるにもかかわらず、改善のための措置をとら   

実施機関については検診を委託することが   

適切でない旨の情報提供を市町村に対し行う。  

また、これらの業務を適切に行うため、市町村、   

診実施機関等と連携し、「がん予防重点健康教育   

及びがん検診実施のための指針」の別紙ト2で示し  た「子宮がん検診のための点検表（検診実施機関  

ヱ 検診実施機関（細胞診検査センターを含む0）に   

おける細胞診検査の精度の向上を図るため、検体の   

抜取り調査等により判定結果を評価し、並びに細胞   

検査士、細胞診且藍医等の人員及び検体の処理数、   
保存状況等について評価し、今後における精度管理   

の在り方について検討する。  
また、これらの業務を適切に行うため、必要I羊応   

じて検診実施機関の実地調査を行う。  

いて事業評  L必要   

に応じて検診実施機関の実地調査を行う。  

且 その他子宮がん検診の精度の維持・向上のために   
必要な事項を検討する。  

王 アから力までの検討結果については、市町村、検   
診実施機関等に対して説明会や個別指導等を通じて   

周知を牒＝L それぞれの事業改善を求めるn  
また、住民が自ら受けるがん棲診の嘗を判断でき   

るよう、検討結果をホームページに掲載する等の方  

王 その他子宮がん検診の精度の維持・向上のために   

必要な事項を検討する。   
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により公表する。   

エ アか与力までの検討及び汎査の際には「老人保腰  
事業に基づく乳がん検診及び子 宮がん検診におけ  

る事業 評価の手法について（が脚貧討  
哩17年2月））」に記載された基本的  
な老え方及び検討事項を参照するい   

6 肺がん部会  

（1）部会の構成  
部会は、保健所、医師会、日本肺癌学会、日本臨床   

細胞学会等に所属する学識経験者等肺がん検診にかか   

わる専門家及び診療放射線技師等結核予防法（昭和26   
年法律第96号）に規定する定期の健康診断等に係わる   

専門家によって構成するものとする。  
（2）部会の運営  

肺がん部会は、次の事項について審議し、その結果   

を都道府県知事に報告するものとする。  
ア 市町村において実施した肺がん検診の受診率、要  

精検率、精検受診率、エックス線検査受診者中の高  

危険群所属率、原発性肺がん患者発見率等を検討す  

るとともに、その効果や効率を評価し、今後におけ  
る検診の実施方法等について検討する。  

イ 特に、精密検査の結果肺がんと診断された症例に  
ついては、検討会を設ける等の方法により－その崖  
診受診歴、病期、治療の状況等を検討し、検診の効  

果や効率を評価する。   

土 市町 
密検査 岬ナる精 の未受診者に対する受  

その実施手法、実施国隔等を把 

し．精検受診率を向上させるための具体的な改善策  

三 検診実施機関における精度管理の状況を把握す  
るため、エックス線写真の良否、判定の結果、読影  

の体制等について評価し、今後における精度管理の  

在り方について検討し、検診実施機関に対する指導  

又は助言を行うとともに、精度管理上の問題が認め  

6 肺がん部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本肺癌学会、日本臨床   

細胞学会等に所属する学識経験者等肺がん検診にかか   

わる専門家及び診療放射線技師等結核予防法（昭和26   

年法律第96号）に規定する定期の健康診断等に係わる   

専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

肺がん部会は、次の事項について審議し、その結果   

を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した肺がん検診の受診率、要  

精検率、精検受診率 、エックス線検査受診者中の高  

危険群所属率、原発性肺がん患者発見率等を検討す  

るとともに、その効果や効率を評価し、今後におけ  

る検診の実施方法等について検討する。  

イ 特に、精密検査の結果肺がんと診断された症例に  

ついては、検討会を設ける等の方法によりその病  

期、治療の状況等を検討し、検診の効果や効率を  

評価する。  

皇 検診実施機関における精度管理の状況を把握す   

るため、エックス線写真の良否、判定の結果、読影   

の体制等について評価し、今後における精度管理の   

在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、名簿等の   1
一
一
∽
－
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作成により読影医師の把握に努めるとともに、必要  
に応じて検診実施機関の実地調査を行う。  

られるにもかかわらず、改善のための措置をとらな  

い検診室施機関については検診を委託することが適  

切でない旨の情報提供を市町 村に対し行う。  

また、これらの業務を適切に行うため、名簿等の   

作成により読影医師の把握に努めるとともに、必要   

に応じて検診実施機関の実地調査を行う。  

左 横診実施機関（細胞診検査センターを含む。）に   

おける細胞診検査の精度の向上を図るため、検体の   

抜取り調査等により判定結果を評価し、並びに細胞   

検査士、細胞診皇．巴医等の人員及び検体の処理数、   

保存状況等について評価し、今後における精度管理   

の在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応   

じて検診実施機関の実地調査を行う。  

互 その他、肺がん検診の精度の維持・向上のために   

必要な事項を検討する。  

三 検診実施機関（細胞診検査センターを含む0）に   
おける細胞診検査の精度の向上を図るため、検体の   

抜取り調査等により判定結果を評価し、並びに細胞   

検査士、細胞診且査医等の人員及び検体の処理数、   
保存状況等について評価し、今後における精度管理   

の在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応   

じて検診実施機関の実地調査を行う。  
生 その他、肺がん検診の精度の維持・向上のために   

必要な事項を検討する。  

王 アから力までの検討結果についてi；   

診実施機関等に対して説明会や個別指  
↑リ・・唱  

道じて  

周知を図り、それぞれの事糞改善を求める。   

また、住民が自ら受けるがん検診の豊を判断で  

るよう、検討結集を ホームページに  

法により公表する。  

7 乳がん部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本乳良三丘検診学会等  

に所属する学識経験者等乳がん検診にかかわる専門  

家によって構成するものとする。  

（2）部会の遷宮  

乳がん部会は、次の事項について審議し、その結果  

を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した乳がん検診の受診率、要  

乳がん発見率等を検討すると  

ともに、その効果や効率を評価し、今後における検   

7 乳がん部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本乳盈検診学会等に所  

属する学識経験者等乳がん検診にかかわる専門家によ  

って構成するものとする。  

（2）部会の運営  

乳がん部会は、次の事項について審議し、その結果  

を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 市町村において実施した乳がん検診のがん検診受  

陽性反応適中度及び  

がん発見率の指標を把握し、以下の検証を行うこと  

－7 －  



診の実施方法等について検討する。  により．広域的見地から乳がん検‡盲珍の  

い、地域医師会、検診実施機関、精密  

係者に対する指導又は助言を行うL  

喜市J蔦 フヒク与  

について全  

により、都道府県全体としての乳がん検診の事業  

・各緒橿について市町 村ごとの検討を行い 

村間、都道府県及び全国における数値との比較に  
おいて大きなばらつきがないか検証する。  

・各指標について検診実施鱒関間で大きなばらつ  
きがないか検証する。  

イ 特に、精密検査の結果乳がんと診断された症例に   

ついては、検討会を設ける等の方法により－その造   
病期、治療の状況等を検討し、検診の効   

果や効率を評価する。  

ユ 各持礪に？いて、市町村や検 診車施櫨関のⅦで大   

きなばらつきがある場合等には、別腑＝「が   
ん検診の事業評価における主要指標に佃宇を   

参考にして、検診三実施機関の精度管理上の問題か、   

イ 特に、精密検査の結果乳がんと診断された症例に   

ついては、検討会を設ける等の方法によりその病   

期、治療の状況等を検討し、検診の効果や効率を評   

価する。  

問題の所在を明らかにするように努める。  

エ  市町村における精密検査の未受診者に束   

指導について、そ の実施手法、実施‡間隔等 

籍検車診率を向上させるための具体的な改  

討する。  

生 検診実施機関における精度管理の状況を把握する   

ため、乳房エックス線写真の良否、判定結果、読影   
の体制、読影医師及び診療放射線技師の人員、撮影   
装置の耐用年数等について評価し、今後における精   

度管理の在り方について検討し＿ 検診室施機関に対   

する指導又は助言を行うとともIこ、精度管琴上の問   
められるにもかかわらず、改善のための措置   

実施機関については検診を委託する   
ことが適切でない旨の情報提供を環帆   

j＿」  

ヱ 検診実施機関における精度管理の状況を把握する   

ため、乳房エックス線写真の良否、判定結果、読影   
の体制、読影医師及び診療放射線技師の人員、撮影   
装置の耐用年数等について評価し、今後における精   

度管理の在り方について検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、寧簿等の   
作成により検診担当医師を把握するとともに二 必要   
に応じて検診実施機関の実地調査を行う。   

－
一
一
」
－
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また、これらの業務を適切に行うため、市町村、   

実施機関等と連携し、「がん予防重点健康教育   

実施のための指針」の別紙2－2で示し   

た「乳がん検診のための点検蓑（検診実施機関用）」   

価を実施する とともに、必要に応じ   

て検診実施機関の実地調査を行う。  

立 その他乳がん検診の精度の維持・向上のために必   

要な事項を検討する。  

王 その他乳がん検診の精度の維持・向上のために必   

要な事項を検討する。  

王 アから力までの検討結果については、市町   
宴鮪機関等に対して説明会や個別指導等を  

じて周知を図り、それぞれの事業‡改善を求め  

また、住民が自ら受けるがん検診の算を判断でき  

るよう、検討結果をホームページに掲載する等の方  

により公表する。  

エ アから力までの検討及び調査の際には「老人像健  

事業に基づく乳がん検診及び子宮がん検診におけ  

る事業 評価の手法について（がん検診に関する検討  

会中間報告（平成17年2月））」に記載された基本的  

な着え方及び検討事項を参照する。  

8 大腸がん部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本消化器集団検診学会  

等に所属する学識経験者、臨床検査技師等大腸がん検  

診にかかわる専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

大腸がん部会は、次の事項について審議し、その  

結果を都道府県知事に報告するものとする。   

ア 市町村が策定した検診計画について検診が迫且．立  

方法及び精度管理の下で円滑に実施されるよう、広  

域的見地から医師会、検診実施機関、精密検査機関  

等と調整を行う。  

イ 市町村において実施した大腸がん検診のがん検診  
受診率、陽 

絵率．挿絵性反応適中度 

びがん発見率の指標を把握し、以下の検証を行うこ  

8 大腸がん部会  
（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、日本消化器集団検診学会  

等に所属する学識経験者、臨床検査技師等大腸がん検  
診にかかわる専門家によって構成するものとする。  

（2）部会の運営  

大腸がん部会は、次の事項について審議し、その結  

果を都道府県知事に報告するものとする。  
ア 市町村が策定した検診計画について検診が円滑に  

実施されるよう、広域的見地から医師会、検診実施  
機関、精密検査機関等と調整を行う。  

イ 市町村において実施した大腸がん検診の受診率、  

要精検率、精検受診率、大 腸がん発見率等を検討す  

るとともに、その効果や効率を評価し、今後におけ   
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る検診の実施方法等について検討する。  阜により、広域的見地から大腸がん検診の書♯ 

車中い、地域医師会、検診実施機関、精密検査 

等関係者に対する指導又脚   

各指♯について全国義値との比較を行う等 

評価  牡盟  

の方華  

により、新道府県全休としての大腸がん検診の事  

・各指橿について市町村ごとの検肘を行い、各市虹  

野Ⅶ、都道府県及び全皿における数価との比較に  
おいて大きなばらつきがないか挨証する。   

実施機関Ⅶで大きなばらつき  
がないか検証する0  

ウ 特に、精密検査の結果、大腸がんと診断された症   
例については、検討会を設ける等の方法により－そ   

病期、治療の状況等を検討し、検診  

の効果や効率を評価する。  

主 筆指橿について、市町村や検診実施機蘭 のⅦで大   

きなばらつきがある場合等には、榊   

「がん検診の書♯評価における主要指♯について」   

専を♯考にして、検診実施機Mの精度管理上の間題   

か、がん検診の対t▲団の特性の差1によるものか   
など、間題の所在を明らかにするように努める。  

土 市町村における＃牒‖貪査の未受診者に対する受金   

指遭について、その実施手法、実施Ⅶ隅等を把握し、   
率を向上させるための1体的な改善策を検   

討する。  

五 検診実施機関における精度管理の状況を把握する   
ため、判定結果、検体の処理数・処理方法等につい   
て評価し、今後における精度管理の在り方について   
模肘←、検診実施機関 lこ対する指♯又は助言を行う   

とともに、＃度管理上の間題が認められるにもかか   

わらず、改善のための措tをとらない検診実施機関   
については検診を壷記することが適切でない旨の什   

村に対｝行う0  

また、これらの業務を適切に行うため、市町村、   
検診実施機‡関等と連携し、「がん予防重点健康教育及  

ウ 特に、精密検査の結果、大腸がんと診断された症   
例については、検討会を設ける等の方法によりその   

病期、治療の状況等を検討し、検診の効果や効率を   

評価する。  

三 検診実施機関における精度管理の状況を把握する   

ため、判定結果、検体の処理数・処理方法等につい   
て評価し、今後における精度管理の在り方について   

検討する。  

また、これらの業務を適切に行うため、必要に応   

じ検診実施機関の実地調査を行う。   

－
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稟施のための指針」の別紙3－2で示した  

「‡大腸がん検診のための点検表（検診実施機関用）」  

を用いて事業評価を実施するととも に、必要に応じ  

検診実施機関の実地調査を行う。   

皇 その他大腸がん検診の精度の維持■向上のために  

必要な事項を検討する。   

エ アからキまでの検討結果については・市町村、傾  

関等に対して説明会や個別指導等を通じ  
て周知を図り、それぞれの事業改善を求める。  

また．佳良が自ら受けるがん検診の宴を判断でさ  

るよう、検討結果をホームページに掲載する等の力  

法により公表する。   

エ アからキまでの検討及び調査の際には、別紙2に  

示した「大腸がん検診のための点検表（都道府県  
用）lを用い、事業評価が系統的に適切になされた  

確認の際には「老人保健幸美に基づく大腸がん楯  

診の見直しについて（がん検診に関する検討会中階  
報告（平成18年2月））】 された基本的な考え  

方及び検討事項を参照する。  

生活習慣病登録・評価等部会  

（1）部会の構成  

部会は、保健所、医師会、学識経験者、登録担当者  

など、生活習慣病登録評価事業にかかわる専門家によ  

って構成するものとする。  
（2）部会の運営  

生活習慣病登録・評価等部会は、次の事項について  

審議し、その結果を都道府県知事に報告するものとす  
る。   

ア 生活習慣病予防対策を効果的、効率的に推進する  
ため、がん等の生活習慣病患者の登録を実施し、り  

患率、受療状況、生存率等の集計、解析等生活習慣  

病の動向について検討する。  

イ 生活習慣病登録によって得られた情報、死亡統計  

五 その他大腸がん検診の精度の維持・向上のために   

必要な事項を検討する。   

盛ム病登録・評価等部会  

（1）部会の構成  

部会は、がん香昌会とし、 保健所、医師会、学識経   

験者、登録担当者等且ム病登録評価事業にかかわる専   

門家によって構成するものとする。  

（2）部会の遷宮  

盛ム病登録・評価等部会は、次の事項について審議  

し、その結果を都道府県知事に報告するものとする。  

ア 盛ム病予防対策を効果的、効率的に推進するた  
め、がん等の底ム病患者の登録を実施し、羅患率、  
受療状況、生存率等の集計、解析等且ム病の動向に  
ついて検討する。   

イ 且ム病登録によって得られた情報、死亡統計から   
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の情報、市町村において実施される健康診査に関す  

る情報等を総合的に判断し、市町村で実施される健  

康診査等底ム病予防対策について他の6部会との連  

携を保ちその協力を得て、評価を行う。  

り その他盛ム病の登録事業及び盛ム病予防対策の評  

価に必要な事項を検討する。   

10 実施上の留意事項  

（1）都道府県は、事業の実施に当たっては市町村と連絡  

・調整を行うとともに、関係団体及び関係機関に対  

し、事業の趣旨を周知徹底して積極的な協力を求め、  

事業の円滑な遂行を図るものとする。  

（2）協議会の業務は、市町村で実施される健康診査の評  

価に限らず、職域等で実施されている集団検診等も可  

能な限り対象として、その精度管理の実態について把  

握し、事業の総合的な推進を図るよう努めるものとす  

る。  

（3）上記3から8の事業の実施に当たっては、「がん検  

に関する手引き」（成人病検診管理指導  

方に関する調査研 究班（平成＝）年3月））  

を参老にするものとする。  

からの情報、市町村において実施される健康診査に  

関する情報等を総合的に判断し、市町村で実施され  

る健康診査等生j舌習腫病予防対策について他の6部  
会との連携を保ちその協力を得て、評価を行う。  

り その他年活習慣病の登録事業及び生活習慣病予防  

対策の評価に必要な事項を検討する。   

10 実施上の留意事項  
（1）都道府県は、事業の実施に当たっては市町村と連絡  

・調整を行うとともに、関係団体及び関係機関に対  

し、事業の趣旨を周知徹底して積極的な協力を求め、  
事業の円滑な遂行を図るものとする。  

（2）協議会の業務は、市町村で実施される健康診査の評  
価に限らず、職域等で実施されている集団検診等も可  

能な限り対象として、その精度管理の実態について把  

握し、事業の総合的な推進を図るよう努めるものとす  

る。  

（3）上記3から8の事業の実施に当たっては、鱒の資料  

を参考にするものとする。   

に関する手引き（成人病換  

管理轄垂協議会のあり方に関する調査研究班（平f  

第4 盛ム病検診従事者講習会  

1 趣旨  

基本健康診査、胃がん検診、子宮がん検診、肺がん検   

診、乳がん検診及び大腸がん検診に従事する者の資質の向  

第4 生活習慣病検診主従事者講習会   

1 趣旨  

基本健康診査、胃がん検診、子宮がん検診、肺がん検   

診、乳がん検診及び大腸がん検診に従事する者の資質の向  ー
一
N
一
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上を図ることを目的として、協議会の指導の下に講習会を  

開催するものである。  

2 講習会の種類及び内容   

講習会の種類及び内容は、概ね次のとおりとする。  
（1）基本健康診査従事者講習………総論、心電図のとり  

方及び読み方、眼底検査の意義及び実際、眼底写真の  

撮り方、臨床検査の実際及び検査結果の解釈等   

（2）胃がん検診読影従事者講習…・＝・‥総論、胃がんの臨  

床、早期胃がんの診断、エックス線写真の読影方法、  

ダブルチェックの実習等  

（3）胃がん検診エックス線撮影従事者講習………総論、  

良いエックス線写真の撮り方、現像技術、放射線被  

曝、エックス線撮影装置の維持管理、実技指導等  
（4）子宮がん検診細胞診従事者講習‥川・・■・ 総論、検体の  

処理、染色技術、細胞診の実際、精度管理の実際、標  

本の整理等  
（5）肺がん検診読影従事者講習……＝・総論、肺がんの臨  

床、早期肺がんの診断、エックス線写真の読影方法、  

ニ重読影・比較読影の実習等  

（6）肺がん検診細胞診従事者講習・・・＝‥‥ 総論、検体の処  

理、染色技術、細胞診の実際、精度管理の実際、標本  

の整理等  
（7）乳がん検診従事者講習……… 総論、乳がん検診の方  

法（視触診、乳房エックス線検査等）、乳がん自己検  

診の指導方法等  

（8）大腸がん検診従事者講習………総論、検体の処理、  

精度管理の実際等  

3 参加資格   

保健所、医療機関、検診実施機関等で現に底ム病検診に  

従事している看であって、次に掲げる孟又はその他旦都道  

申県が必要と認める看であるものとする。  

（1）基本健康診査に従事している医師及び臨床検査技師   

上を図ることを目的として、協議会の指導の下に講習会を  

開催するものである。   

2 講習会の種類及び内容   

講習会の種類及び内容は、概ね次のとおりとする。  
（1）基本健康診査従事者講習＝・・・・・＝ 総論、生活機能評価  

の手法及び活用方法、心電図のとり方及び読み方、眼  

底検査の意義及び実際、眼底写真の撮り方、臨床検査  

の実際及び検査結果の解釈等  
（2）胃がん検診読影従事者講習…・‥…総論、胃がんの臨  

床、早期胃がんの診断、エックス線写真の読影方法、  

ダブルチェックの実習等  

（3）胃がん検診エックス線撮影従事者講習‥‥‥…総論、  

良いエックス線写真の撮り方、現像技術、放射線被  

曝、エックス線撮影装置の維持管理、実技指導等  
（4）子宮がん検診細胞診従事者講習‥‥・・・・・ 総論、検体の  

処理、染色技術、細胞診の実際、精度管理の実際、標  

本の整理等  

（5）肺がん検診読影論、肺がんの臨床、早期肺がんの診  

断、エックス線写真の読影方法、重読影・比較読影の  

実習等  

（6）肺がん検診細胞診従事者講習・・・＝川・総論、検体の処  

理、染色技術、細胞診の実際、精度管理の実際、標本  

の整理等  
（7）乳がん検診従事者講習………総論、乳がん検診の方  

法（視触診、乳房エックス線検査等）、乳がん自己検  

診の指導方法等  
（8）大腸がん検診従事者講習………総論、検体の処理、  

精度管理の実際等  

3 参加資格   

保健所、医療機関、検診実施機関等で現に生活翠慣病検  

診呈に従事している看であって、次に掲げる主立又はその  

他都道府県が必要と認めるものとする。  

（1）基本健康診査に従事している医師及び臨床検査技師  
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等  

（2）細胞検査士等  

（3）胃がん検診又は肺がん検診読影に従事している医師  

（4）胃がん検診に従事している診療放射線技師  

（5）乳がん検診に従事している医師   

．．」皇⊥大腸がん検診に従事している臨床検査技師等   

4 受講人員   

各講習会の種類ごとに10名程度とする。   

5 期間及び開催回数  

1日とし、年12回程度開催するものとする。  

6 開催場所   

都道府県が指定する場所とする。  

等  

（2）細胞検査士等  

（3）胃がん検診又は肺がん検診読影に従事している医師  

（4）胃がん検診に従事している診療放射線技師  

（5）乳がん検診に従事している医師  

（6）乳がん検診に従事している診療放射線技師   

⊥ヱ」大腸がん検診に従事している臨床検査技師等   

4 受講人員   

各講習会の種類ごとに10名程度とする。   

5 期間及び開催回数  

1日とし、年12回程度開催するものとする。   

6 開催場所   

都道府県が指定する場所とする。  

第5 底ム病登録・評価等事業  

1 趣旨   

盛．△病予防対策及び寝たきり予防対策を効果的に堆進す   
るため、盛ム病登録・評価等部会の指導の下に、盛．△病登   
録・評価事業（がん等の底ム病患者を登録し、羅患率、受   

療状況、生存率等の集計及び解析を行うことをいう。以下   

同じ。）を行うものである。  

2 盛ム病登録・評価事業   
（1）登録の方法  

がん等の登録の方法については、地域の実情を考慮し  

つつ、関係諸機関の協力を得て決定するものとする。  
なお、登録を実施するに当たっては、①「地域がん登  

録の手引改訂第2版」（厚生省がん研究助成金・地域が  

ん登録の体系化と登録資料の利用に関する研究班、昭和  
52年12月）②「地域がん登録標準方式」（同、昭和52年  

第5 生温習慣病登録・評価等事業  

1 趣旨  

生膚習慣病予防対策及び企崖予防対策を効果的に推進   
するため、生活習慣病登録・評価等部会の指導の下に、皇   

道旦．底病登録・評価事業（がん等の隼活習慣病患者を登   

録し、羅患率、受療状況、生存率等の集計及び解析を行う   
ことをいう。以下同じ。）を行うものである。  

2 生活習慣病登録・評価事業   
（1）登録の方法  

がん等の登録の方法については、地域の実情を考慮し  

つつ、関係諸機関の協力を待て決定するものとする。  
なお、登録を実施するに当たっては、①「地域がん登  

録の手引改訂第2版」（厚生省がん研究助成金・地域が  

ん登録の体系化と登録資料の利用に関する研究班、昭和  

52年12月）②「地域がん登録標準方式」（同、昭和52年  －
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